
 

 

１ 要旨 

令和 3年 7月に発生した静岡県熱海市における土石流災害等を踏まえ、盛土等に伴う災害の防止

を目的として、宅地、農地、森林等の用途にかかわらず、危険な盛土等を包括的に規制するため、

従来の宅地造成等規制法が抜本的に改正され、「宅地造成及び特定盛土等規制法」（通称「盛土規制

法」）が令和 5年 5月 26日に施行されました。 

盛土規制法の施行により、規制区域内で一定規模以上の盛土等を行う場合は、あらかじめ許可が

必要となります。 

 

２ 規制対象範囲 

 

 

３ 許可の基準 

 盛土規制法には許可に必要となる適合基準（①～④）が定められています。 

 ①工事の計画が技術基準に適合すること 

 ②工事主に工事を行うために必要な資力及び信用があること 

 ③工事施行者に工事を完成するために必要な能力があること 

 ④工事を行う土地についての各権利又は使用等をする者の全ての同意を得ていること 

 

 

 

４ 県の技術ガイドライン（仮称）の作成について 

盛土規制法に基づき許可等を判断する際の技術的基準は、盛土規制法政令に定められており、

さらに盛土等防災マニュアル及び同解説において補足されています。 

申請者や審査者の利便性の向上を目的に、審査基準（適合すべき基準）に該当する内容のみを

抜粋して県の手引きを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 県の申請マニュアル（仮称）の作成について 

  盛土規制法に基づく許可等の事務手続きで必要となる申請書類等は、盛土規制法省令に定めら

れており、さらに国の技術的助言において補足されています。 

  しかし、様式や確認する書類が具体的に定められていない項目が一部あるため、都市計画法等 

を参考に県の手引きとして定めます。 

 

   

 

 

 

（https://www.mlit.go.jp/toshi/web/morido.html） 

 

図の出典：国土交通省・農林水産省・林野庁，「盛土規制法パンフレット（事業者用）」 
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